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武
儀
郡
下
有
知
村
の

「
万
治
三
年
名
寄
」
　
に
つ
い
て坂

　

口

　

浩

　

之

一
　
は
じ
め
に

当
館
は
、
平
成
十
二
年
末
、
関
市
下
有
知
に
旧
宅
が
あ
っ
た
後
藤
玄
吉
氏
か
ら
、
旧
宅

の
取
り
壊
し
に
と
も
な
い
、
同
家
に
残
る
各
種
資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
。
そ
の
一
つ
に
万

治
三
年
　
（
一
六
六
〇
）
　
の
名
寄
帳
が
あ
る
　
（
註
1
）
。

後
藤
家
は
、
江
戸
時
代
初
め
、
三
代
将
軍
家
光
の
こ
ろ
に
岡
山
か
ら
武
儀
郡
下
有
知
村

に
移
住
し
、
武
士
を
や
め
て
医
者
と
な
り
、
以
後
現
在
に
い
た
る
ま
で
代
々
医
者
を
業
と

し
て
い
る
と
い
う
　
（
註
2
）
。
同
家
に
は
、
医
者
の
ほ
か
に
下
有
知
村
庄
屋
と
い
う
も
う

一
つ
の
役
割
が
あ
っ
た
。
寄
贈
資
料
中
に
江
戸
時
代
前
期
の
文
書
・
記
録
類
が
少
な
い
た

め
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
庄
屋
を
務
め
た
か
は
未
詳
で
あ
る
　
（
註
3
）
　
が
、
元
文
三
年
　
（
一
七

三
八
）
　
の
　
「
本
高
午
普
改
帳
」
　
の
表
紙
に
　
「
友
八
郎
組
」
　
と
あ
り
、
同
年
の
下
有
知
村
高

反
別
村
描
出
帳
　
（
以
下
高
反
別
村
描
出
帳
、
註
4
）
　
に
名
寄
帳
四
冊
の
内
　
「
壱
冊
　
友
八

郎
所
持
」
　
と
あ
る
の
と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。

下
有
知
村
は
、
関
ケ
原
合
戦
の
後
、
金
森
長
近
に
与
え
ら
れ
、
跡
を
継
い
だ
長
光
が
慶

長
十
六
年
　
（
一
六
一
一
）
　
に
天
折
し
上
有
知
金
森
家
が
断
絶
す
る
と
、
金
森
長
近
後
室
と

旧
家
臣
の
池
田
氏
・
肥
田
氏
に
分
与
さ
れ
た
　
（
註
5
）
。
「
慶
長
郷
帳
」
　
に
金
森
長
近
後
室

一
千
石
、
池
田
政
長
領
四
〇
〇
石
、
肥
田
忠
親
領
三
八
七
石
余
、
龍
泰
寺
領
一
〇
石
が
あ

り
、
寛
永
二
年
　
（
一
六
二
五
）
　
の
金
森
長
近
後
室
の
死
去
、
同
十
一
年
　
（
一
六
三
四
）
　
の

肥
田
氏
の
改
易
に
よ
っ
て
そ
の
領
地
は
幕
府
領
と
な
り
　
（
註
6
）
、
「
正
保
郷
帳
」
　
に
幕
府

領
一
〇
八
七
石
余
、
池
田
領
七
〇
〇
石
、
龍
泰
寺
領
三
〇
石
、
計
一
八
一
七
石
余
の
村
高

が
あ
っ
た
。
「
美
濃
・
飛
騨
両
国
郡
村
旧
高
及
所
轄
沿
革
取
調
帳
」
　
に
明
治
元
年
取
調
旧

高
と
し
て
笠
松
郡
代
支
配
所
二
五
二
九
石
余
、
池
田
松
之
助
知
行
三
〇
〇
石
、
龍
泰
寺
領

三
〇
石
が
記
載
さ
れ
、
武
儀
郡
内
で
は
東
隣
の
吉
田
村
　
（
今
尾
藩
領
分
他
、
現
関
市
）
　
と

並
ん
で
最
大
規
模
の
村
で
あ
っ
た
　
（
註
7
）
。
し
か
し
、
国
郷
帳
以
外
、
同
村
の
土
地
・

貢
租
関
係
で
は
、
天
和
二
年
　
（
一
六
八
二
）
　
の
　
「
下
有
知
村
下
組
高
付
帳
」
　
（
註
8
）
　
以

前
に
さ
か
の
ぼ
る
資
料
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
寄
贈
資
料
の
　
「
万
治
三
年
名
寄
」
　
は

元
文
三
年
に
友
八
郎
が
所
持
し
て
い
た
名
寄
帳
の
実
物
と
思
わ
れ
る
が
、
高
反
別
村
描
出

帳
で
は
　
「
大
久
保
石
見
守
様
御
検
地
御
水
帳
何
時
紛
失
仕
候
哉
委
細
相
知
レ
不
申
候
、
前
々

よ
り
用
来
り
候
名
寄
こ
て
御
座
候
」
　
と
し
て
お
り
、
紛
失
し
た
慶
長
十
四
年
　
（
一
六
〇
九
）

検
地
の
水
帳
に
準
ず
る
重
要
記
録
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
稿
で
は
　
「
万
治
三
年
名
寄
」
　
の
概
要
を
紹
介
し
、
十
七
世
紀
前
半
頃
の
下
有
知
村
幕

府
領
分
の
土
地
関
係
に
つ
き
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。

一
一
　
「
万
治
一
二
年
名
寄
」
　
の
成
立
に
つ
い
て

本
資
料
の
表
紙
に
は
　
「
萬
浩
三
年
子
年
　
名
寄
」
　
と
小
さ
く
書
か
れ
る
の
み
で
、
村
名

等
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
本
文
記
載
の
小
字
名
か
ら
み
て
武
儀
郡
下
有
知
村
の
も
の
で
あ

る
。
表
紙
に
　
「
第
壱
号
之
内
一
　
四
冊
之
内
」
　
と
朱
書
さ
れ
た
付
箋
が
あ
り
、
裏
表
紙
に

も
　
「
第
七
号
　
明
治
八
年
十
月
廿
五
目
　
岐
阜
懸
権
少
属
村
井
高
正
代
閲
　
（
朱
印
）
」
　
の

朱
書
が
あ
る
　
（
註
9
）
。
内
容
は
名
請
人
ご
と
に
土
地
一
筆
ず
つ
の
小
字
名
と
畝
数
　
（
面

積
）
・
由
緒
お
よ
び
各
人
の
畝
数
と
分
米
　
（
石
高
）
　
の
合
計
が
記
載
さ
れ
、
帳
尻
に
は
次

の
よ
う
に
村
全
体
の
畝
数
・
惣
高
が
記
載
さ
れ
る
　
（
表
一
・
二
参
照
）
。

「　　右之寄

上
田
〆
五
町
七
反
三
畝
三
分
　
但
シ
反
壱
石
五
斗
代

此
分
米
八
拾
五
石
九
斗
六
升
五
合

中
田
〆
弐
拾
弐
町
九
反
四
畝
七
分

此
分
米
弐
百
九
拾
八
石
弐
斗
五
升
　
但
シ
壱
石
三
斗
代

下
田
〆
拾
八
町
八
反
八
畝
廿
四
分
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此
分
米
弐
百
七
石
七
斗
六
升
八
合
　
壱
石
壱
斗
代

下
々
田
〆
壱
町
五
反
八
畝
廿
三
分

此
分
米
拾
四
石
弐
斗
八
升
九
合
　
但
シ
九
斗
代

下
々
田
〆
七
町
九
反
八
畝
拾
九
歩

此
分
米
六
拾
三
石
八
斗
九
升
　
但
反
二
八
斗
代

下
々
田
〆
四
反
　
此
分
米
弐
石
四
斗
　
但
シ
六
斗
代

田
方
〆
（
印
）
五
拾
七
町
五
反
三
畝
拾
六
歩
（
印
）

此
分
米
（
印
）
六
百
七
拾
弐
石
五
斗
六
升
弐
合
（
印
）
但
反
二
付
押
入
候

壱
石
壱
斗
六
升
九
合
代

但
不
足
高
共
二
反
二
壱
石
弐
斗
壱
升
六
合
六
勺
代

上
畑
〆
九
町
九
反
壱
畝
壱
分

此
分
米
百
拾
八
石
丸
斗
弐
升
四
合
　
但
反
二
付
壱
石
弐
斗
代

中
畑
〆
拾
弐
町
弐
反
五
畝
廿
三
分

此
分
米
百
弐
拾
弐
石
五
斗
七
升
七
合
　
但
反
二
付
壱
石
代

下
畑
〆
八
町
八
畝
弐
拾
歩

此
分
米
六
拾
四
石
六
斗
九
升
三
合
　
但
シ
反
二
八
斗
代

下
々
畑
〆
弐
町
五
畝
弐
拾
七
分
　
此
分
米
拾
弐
石
三
斗
五
升
四
合
　
但
反
二
付
六
斗
代

下
々
畑
〆
五
町
七
反
六
畝
五
分
　
此
分
米
弐
拾
八
石
八
斗
八
合
　
但
反
二
付
五
斗
代

屋
敷
〆
壱
町
六
反
壱
畝
弐
拾
壱
分

此
分
米
拾
九
石
四
斗
四
合
　
但
シ
反
二
付
壱
石
弐
斗
代

畑
方
〆
（
印
）
三
拾
九
町
六
反
九
畝
七
分
（
印
）

此
分
米
（
印
）
三
百
六
拾
六
石
七
斗
六
升
（
印
）

高
五
石
四
斗
七
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
山
川
年
貢
高

是
ハ
慶
長
六
年
丑
ノ
年
間
宮
彦
次
郎
殿
御
代
官

金
森
法
印
殿
へ
相
渡
り
申
時
高
人
中
候

（
印
）
惣
高
合
千
八
拾
七
石
壱
斗
三
升
（
印
）

（
印
）
此
畝
数
九
拾
七
町
弐
石
弐
畝
弐
拾
参
分
（
印
）

慶
安
弐
年
丑
ノ
八
月
廿
日

山
岡
五
郎
兵
衛
殿

廣
瀬
郷
右
衛
門
殿

右
名
寄
帳
之
跡
書
如
件
」
　
（
註
1
0
）

本
資
料
に
は
異
筆
に
よ
る
加
筆
や
訂
正
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
慶
安
二
年
　
（
一
六
四

九
）
　
の
名
寄
帳
の
写
し
を
も
と
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
　
（
註
Ⅱ
）
。
ま
た
、

帳
尻
に
記
載
さ
れ
た
惣
高
一
〇
八
七
石
一
斗
三
升
は
　
「
正
保
郷
帳
」
　
の
下
有
知
村
の
幕
府

領
の
石
高
と
一
致
す
る
が
、
本
資
料
に
記
載
さ
れ
た
名
請
人
は
二
二
人
、
名
請
高
は
合
計

二
七
七
石
余
に
過
ぎ
ず
、
惣
高
に
比
べ
約
四
分
の
一
で
あ
る
　
（
表
三
参
照
）
。
表
紙
の
付

箋
や
前
述
の
高
反
別
村
描
出
帳
か
ら
み
て
も
、
本
資
料
は
名
寄
帳
四
分
冊
の
一
冊
と
考
え

ら
れ
る
。
（
註
1
2
）

三
　
「
万
治
三
年
名
寄
」
　
に
み
る
名
請
の
由
緒

本
資
料
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
慶
安
二
年
時
点
で
の
名
請
の
状
況
だ
け
で
な
く
、
土

地
一
筆
ご
と
に
伝
来
や
名
請
人
変
更
事
由
な
ど
、
年
貢
負
担
の
由
緒
が
逐
一
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
　
（
註
1
3
）
。
な
お
、
後
掲
の
表
一
で
は
一
筆
ご
と
の
土
地
を
次

の
A
～
I
の
由
緒
別
に
整
理
し
た
。

（
印
）
高
四
拾
弐
石
三
斗
三
升
六
合
（
印
）

（
印
）
高
不
足

①
親
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の

A
　
「
お
や
よ
り
ゆ
つ
り
」

②
領
主
の
命
令
で
割
り
当
て
ら
れ
た
も
の

B
　
「
寛
永
拾
五
年
被
仰
付
地
下
よ
り
請
取
引
執
申
候
」

C
　
「
（
先
年
）
　
伊
尼
こ
て
被
仰
付
引
執
申
候
」
　
（
註
1
4
）
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③
そ
の
他
　
（
農
民
間
の
引
執
、
買
得
な
ど
）

D
　
「
た
い
て
ん
仕
跡
請
取
引
執
申
候
」
　
（
註
1
5
）
　
　
※
退
転
＝
廃
れ
る
こ
と
。

E
　
「
出
作
引
執
申
候
」
　
　
※
出
作
＝
他
領
か
ら
農
民
が
出
向
い
て
耕
作
す
る
こ
と
。

F
　
「
買
徳
仕
引
執
申
候
」

G
　
「
永
代
二
請
取
申
候
」

H
　
「
（
誰
々
）
　
よ
り
渡
シ
」

I
　
「
畑
無
し
　
（
二
付
此
田
ひ
か
へ
申
候
）
」
　
　
※
名
請
地
の
代
替
地
の
意
。

「
寛
永
拾
五
年
刀
ノ
年
被
仰
付
又
作
引
執
候
へ
共
大
て
ん
仕
跡
請
取
引
執
申
候
」

「
八
龍
と
申
者
縄
請
地
寛
永
拾
八
年
二
た
い
て
ん
仕
跡
請
取
り
引
執
申
候
」

「
寛
永
拾
五
年
二
被
仰
付
八
龍
引
執
寛
永
拾
八
年
二
た
い
て
ん
跡
請
取
引
執
申
候
」

「
慶
安
元
年
子
ノ
年
又
龍
高
ノ
内
よ
り
出
作
引
執
申
候
」

「
慶
安
元
年
二
次
右
衛
門
よ
り
買
徳
仕
引
執
申
候
」

「
正
保
弐
年
二
助
八
郎
よ
り
永
代
二
請
取
申
候
」

全
体
的
に
み
る
と
、
一
筆
ご
と
の
土
地
三
九
五
か
所
の
う
ち
A
が
二
一
七
か
所
で
も
っ

と
も
多
く
、
B
が
一
一
四
か
所
、
そ
の
他
は
六
四
か
所
で
あ
る
。

A
の
タ
イ
プ
で
は
一
人
の
名
請
人
に
つ
き
一
～
五
三
か
所
、
畝
数
も
八
畝
～
三
町
六
反

八
畝
余
と
大
き
く
ば
ら
つ
い
て
お
り
、
一
二
人
中
七
人
は
一
〇
か
所
未
満
、
残
り
五
人
が

二
五
か
所
以
上
で
、
畝
数
か
ら
み
て
も
名
請
地
の
多
い
者
と
少
な
い
者
が
は
っ
き
り
分
か

れ
て
い
る
。
大
規
模
な
名
請
地
を
持
つ
農
民
の
下
に
は
、
名
寄
帳
に
現
れ
な
い
多
く
の
耕

作
者
が
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
資
料
に
記
載
さ
れ
る
屋
敷
と
野
山
の
高
は
す
べ
て
A

タ
イ
プ
の
名
請
人
に
属
す
る
が
、
屋
敷
が
名
請
地
の
多
少
に
か
か
わ
ら
な
い
の
に
対
し
、

野
山
の
高
が
記
載
さ
れ
る
の
は
二
五
か
所
以
上
の
者
に
限
ら
れ
る
。

一
方
、
B
の
タ
イ
プ
で
は
一
人
の
名
請
人
に
つ
き
八
～
一
二
か
所
、
畝
数
も
四
～
五
反

で
、
該
当
者
全
員
に
　
「
あ
っ
き
た
」
　
の
中
田
三
歩
が
割
り
当
て
ら
れ
、
屋
敷
や
野
山
高
が

な
い
な
ど
内
容
が
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
。
A
・
B
両
方
に
該
当
す
る
五
名
の
う
ち
、
四
名

は
A
の
名
請
地
が
互
か
所
以
下
で
あ
る
　
（
以
上
、
表
一
・
表
四
参
照
）
。

B
に
明
記
さ
れ
る
寛
永
十
五
年
　
（
一
六
三
八
）
　
は
金
森
長
近
後
室
や
肥
田
氏
の
旧
領
が

幕
府
領
と
な
っ
た
後
で
あ
り
、
「
被
仰
付
」
　
は
代
官
の
命
令
に
よ
る
。
そ
れ
以
前
の
名
請

人
に
つ
い
て
は
　
「
地
下
よ
り
請
取
」
　
と
あ
る
の
み
で
名
前
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
D
～
G

の
タ
イ
プ
で
は
、
B
よ
り
数
は
少
な
い
が
、
変
更
事
由
の
年
代
だ
け
で
な
く
以
前
の
名
請

人
の
名
も
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

以
上
、
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
で
も
寛
永
十
五
年
以
前
の
年
記
を
も
つ
記
載
が
な
い
こ
と
か

ら
、
寛
永
十
五
年
の
B
タ
イ
プ
へ
の
移
行
が
幕
府
領
に
な
っ
て
最
初
の
名
請
人
の
変
更
で

あ
り
、
し
か
も
個
別
の
事
由
に
よ
る
変
更
で
は
な
く
　
「
被
仰
付
」
　
と
い
う
特
殊
な
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
年
、
幕
府
代
官
は
下
有
知
村
で
五
反
程
度
の
土
地
の
年
貢
を
負

担
す
る
名
詩
大
層
を
広
範
に
つ
く
り
出
そ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
要
因
に
つ
い

て
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
下
有
知
村
が
幕
府
領
と
な
っ
た
こ
と
の
ほ
か
に
寛
永
十
三

年
の
諸
国
飢
饉
で
村
々
が
疲
弊
し
た
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
幕
府
は
徴
税

の
し
く
み
の
立
て
直
し
を
せ
ま
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
　
お
わ
り
に

取
り
壊
し
直
前
の
家
に
残
さ
れ
て
い
た
一
冊
の
名
寄
帳
を
手
か
か
り
に
、
十
七
世
紀
前

半
に
金
森
氏
の
旧
領
か
ら
幕
府
領
と
な
っ
た
下
有
知
村
の
土
地
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た

と
こ
ろ
、
親
か
ら
の
譲
り
地
、
寛
永
十
五
年
に
実
施
さ
れ
た
上
か
ら
の
再
編
と
い
う
二
つ

の
由
緒
を
軸
に
、
お
お
よ
そ
の
動
き
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
検

証
不
足
の
ま
ま
推
論
を
重
ね
た
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
、
今
後
他
の
寄
贈
資
料
の
整
理
・
調

査
と
と
も
に
未
詳
部
分
の
解
明
を
進
め
て
い
き
た
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
資
料
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
後
藤
玄
吉
氏
に
あ
ら

た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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別
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（
備
考
覧
に
A
～
I
で
表
示
、
本
文
二
～
三
ペ
ー
ジ
目
参
照
）
　
に
ま
と
め
た
。

畝
数
　
（
面
積
）
　
の
数
値
は
町
反
畝
は
畝
、
歩
　
（
分
）
　
は
歩
で
表
示
し
た
。
高
の
数
値
は
石
は
石
、
斗
升
合
は
合
で
表
示
し
た
。

書
は
未
読
箇
所
で
あ
る
。

下
々
田
・
下
々
畑
は
一
筆
ご
と
に
石
盛
の
違
い
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
表
で
は
省
略
し
た
。

長
次
郎
の
中
田
・
下
々
田
の
▲
は
　
「
又
右
衛
門
分
」
　
と
し
て
記
載
さ
れ
た
箇
所
を
表
す
。
長
次
郎
の
畝
数
・
分
米
の
合
計
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

長
次
郎
以
外
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誰
々
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分
」
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誰
々
）
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つ
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で
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請
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と
の
畝
数
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分
米
の
合
計
に
含
ま
れ
て
い
る
。

名
請
人
の
高
と
一
筆
ご
と
の
畝
数
・
分
米
の
合
計
の
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値
が
合
わ
な
い
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所
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
資
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載
の
と
お
り
と
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た
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長
次
郎
の
下
畑
、
藤
兵
衛
の
下
田
・
中
畑
・
下
畑
・
下
々
畑
、
つ
く
右
衛
門
の
上
田
、
思

次郎）。
忠
次
郎
・
庄
九
郎
の
畝
数
の
合
計
は
、
両
人
合
わ
せ
た
数
字
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

患
次
郎
の
C
の
う
ち
、
「
あ
っ
き
た
」
　
「
よ
こ
山
」
　
の
中
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「
あ
か
た
に
」
　
の
下
田
に
つ
い
て
は
G
の
可
能
性
も
あ
る
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表
二
　
帳
尻
　
（
右
之
寄
）
　
記
載
畝
数
・
分
米

表
三
　
名
請
人
別
記
載
と
帳
尻
の
比
較

表
四
　
土
地
の
由
緒
別
畝
数
の
比
較

九

【
表
三
に
つ
い
て
】

・
忠
次
郎
・
庄
九
郎
の
高
不
足
の
高
は
、
両
人
合
わ
せ
た
数
値
で
あ
る
。

【
表
四
に
つ
い
て
】

・
畝
数
の
数
値
は
一
筆
ご
と
の
畝
数
を
合
計
し
た
も
の
で
、
名
詩
大
別
の
合
計
（
表
三
）
と
は
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。



武儀都下有知村の「万治三年名寄」について

註　註　註

9　　8　　7

○

註
1
　
寄
贈
資
料
の
う
ち
、
江
戸
時
代
の
資
料
に
は
大
別
し
て
医
学
関
係
、
村
方
文
書
、

私
文
書
、
調
度
・
什
器
類
そ
の
他
が
あ
る
。
平
成
十
七
年
に
当
館
で
資
料
紹
介
展

「
村
の
お
医
者
さ
ん
の
宝
物
～
後
藤
家
資
料
よ
り
～
」
　
を
開
催
し
、
お
も
な
資
料
を

紹
介
し
た
が
、
現
在
も
資
料
整
理
中
で
あ
る
。

註
2
　
後
藤
玄
吉
氏
談
。
旧
宅
の
所
在
地
は
江
戸
時
代
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

な
お
、
寄
贈
資
料
中
に
金
・
元
医
学
、
明
・
清
医
学
、
西
洋
医
学
の
翻
訳
書
な
ど
江

戸
時
代
の
医
学
書
が
多
数
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
「
華
岡
青
洲
門
人
録
」
　
に
　
「
同
　
（
文

化
）
　
十
一
戌
年
　
武
儀
郡
下
有
知
　
今
住
干
岐
阜
　
後
藤
貞
道
」
　
と
み
え
る
　
（
『
岐

阜
県
史
』
　
史
料
編
近
世
八
）
。

「
万
治
三
年
名
寄
」
　
（
一
六
六
〇
）
、
「
貞
享
四
年
卯
九
月
　
新
田
畑
井
畑
成
田
寄

帳
長
十
郎
組
」
　
（
一
六
八
七
）
　
の
存
在
は
、
同
家
が
十
七
世
紀
中
か
ら
村
役
人
の
立

場
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
蔵
山
田
忠
行
家
文
書
　
（
『
新
修
関
市
史
』
史
料
編
近
世
二
）
。

な
お
、
後
藤
家
は
明
治
維
新
後
も
庄
屋
・
戸
長
を
務
め
て
お
り
、
明
治
三
年
五
月
の

「
御
林
木
数
寸
間
書
上
帳
」
　
に
　
「
庄
屋
　
彦
太
郎
」
　
が
み
え
、
志
摩
村
　
（
現
美
濃
市
）

と
の
山
論
で
は
、
明
治
八
年
十
月
三
十
日
付
で
　
「
副
戸
長
松
田
木
一
郎
　
戸
長
後
藤

庭
吉
」
　
の
連
名
で
岐
阜
県
権
令
小
崎
利
準
宛
に
伺
書
を
出
し
て
い
る
。

註
5
　
『
岐
阜
県
史
』
　
通
史
編
近
世
上
。

註
6
　
　
『
岐
阜
県
史
』
　
通
史
編
近
世
上
。
肥
田
氏
に
つ
い
て
は
　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻

五
、
金
森
長
近
後
室
に
つ
い
て
は
　
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
　
2
1
岐
阜
県
、
吉
田
森

ほ
か
著
『
越
前
大
野
と
金
森
長
近
』
　
（
昭
和
四
三
年
、
大
野
市
発
行
）
　
参
照
。
『
新
修

関
市
史
』
　
で
は
一
期
分
で
あ
る
た
め
か
金
森
長
近
後
室
の
領
地
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
。

一
国
郷
帳
は
　
『
岐
阜
県
史
』
史
料
編
近
世
一
所
収
。

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
蔵
山
田
忠
行
家
文
書
　
（
『
新
修
関
市
史
』
　
史
料
編
近
世
二
）
。

明
治
八
年
　
（
一
八
七
五
）
　
は
地
租
改
正
事
業
の
最
中
で
あ
る
。
本
資
料
は
土
地
調

査
の
一
環
と
し
て
県
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

註
1
0
　
帳
尻
の
記
載
で
　
「
山
川
年
貢
高
」
　
に
つ
づ
い
て
　
「
慶
長
六
年
　
（
中
略
）
高
大
申
候
」

と
あ
る
の
は
、
田
方
畑
方
を
除
く
山
川
年
貢
高
の
み
に
か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

未
詳
。
間
宮
直
元
は
幕
臣
　
（
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
七
）
　
で
、
慶
長
十
五
年
十
月

二
十
一
日
　
「
間
宮
彦
次
郎
掟
書
写
」
　
（
大
橋
文
書
、
『
岐
阜
県
史
』
史
料
編
古
代
中
世

補
遺
）
、
同
年
十
一
月
二
十
五
日
　
「
知
行
分
状
」
　
（
毛
利
広
之
氏
所
蔵
文
書
、
『
岐
阜

県
史
』
史
料
編
近
世
二
）
　
か
ら
、
関
ケ
原
合
戦
の
戦
後
処
理
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
慶
安
二
年
の
宛
名
で
あ
る
山
岡
・
廣
瀬
両
名
に
つ
い
て
は
未
詳
。

註
1
1
　
慶
安
二
年
は
幕
府
が
直
轄
領
の
取
箇
郷
帳
を
作
成
し
、
年
貢
課
役
の
掌
握
を
図
っ

た
年
で
あ
り
、
本
資
料
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
。

註
1
2
　
本
資
料
に
記
載
さ
れ
な
い
小
字
名
も
多
い
た
め
、
村
全
体
を
論
じ
る
に
は
慎
重
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
大
ま
か
な
傾
向
は
把
握
し
う
る
と
考
え
る
。

註
1
3
　
本
県
の
市
町
村
史
収
録
の
資
料
で
は
、
寛
文
二
年
　
（
一
六
六
二
）
　
の
瀬
古
村
田
畑

名
寄
帳
　
（
森
川
寛
吉
氏
蔵
、
『
海
津
町
史
』
史
料
編
二
）
　
に
一
筆
ご
と
に
　
「
是
八
を

や
の
い
す
り
　
（
お
や
の
ゆ
す
り
・
ゆ
つ
り
）
」
　
の
文
言
が
み
え
る
が
、
名
請
人
変
更

の
記
載
は
な
い
。
何
時
か
ら
誰
に
渡
っ
た
か
が
記
載
さ
れ
る
も
の
に
は
寛
永
十
二
年

（
一
六
三
五
）
　
の
春
近
村
田
畠
名
寄
帳
　
（
立
教
大
学
史
学
研
究
室
蔵
、
『
糸
貫
町
史
』

史
料
編
）
、
万
治
四
年
　
（
一
六
六
一
）
　
の
下
手
向
村
田
畑
名
寄
帳
　
（
白
山
神
社
蔵
、

『
山
岡
町
史
』
史
料
編
）
、
延
宝
五
年
　
（
一
六
七
七
）
　
の
上
真
桑
村
検
地
帳
　
（
小
川
英

一
氏
蔵
、
『
真
正
町
史
』
史
料
編
）
、
元
禄
十
年
　
（
一
六
九
七
）
　
の
神
渕
村
大
橋
組
田

畑
名
寄
帳
　
（
中
島
浩
一
郎
家
蔵
、
『
七
宗
町
史
』
資
料
編
）
　
な
ど
が
あ
る
。

註
1
4
　
C
タ
イ
プ
は
忠
次
郎
だ
け
に
み
ら
れ
る
。
伊
尼
に
つ
い
て
は
未
詳
。

註
1
5
　
D
タ
イ
プ
の
退
転
地
に
つ
い
て
、
退
転
前
の
由
緒
は
A
が
三
か
所
、
B
が
一
二
か

所
で
あ
る
。
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武儀郡下有知村の「万治三年名寄」について
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